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学習指導要領（2017～2019年文部科学省告示）では、

学校教育の各教科で育む力を資質・能力とし、その資

質・能力は、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現

力」、「主体的に学習に取り組む態度」で構成されると

している。そして、それらは、各教科の見方・考え方

をはたらかせて課題を解決する学習を通して育まれる

と捉えている。主体的で対話的な深い学びの実現のた

めに、課題を解決する学習の必要性を強調している。

　家庭科は、教科の本質として、生活を見つめ、問題

を見つけ、課題を設定し、その課題の解決を図る学び

を軸とした教科であり、今の学校教育が求めている方

向性は家庭科教育がこれまで目指してきたものであ

る。

　家庭経営学は、社会につながる生活の諸課題の解決

を目指して、生活の経営のあり方を追究するところに

学問の本質があり、家庭科の学びや現在の学校教育が

重要視しているものと重なり合うものである。

　これらのことを踏まえ、学校教育の「家庭科」の学

習を踏まえ、生活の課題を解決することを目指した家

庭科の授業力につながる「家庭経営学概論」の授業構

成のあり方を検討する。

方　法

　家庭経営学と家庭科の内容を比較分析し、家庭科教

員養成のための「家庭経営学概論」の授業構成のあり

方を検討する。

目　的

　家庭経営学は、家庭生活を社会とのつながりの中で

捉え、社会を構築する視点でよりよい生活を創造する

ために生活の諸課題と向き合い、その解決を追究する

学問で、家政学に位置付けられているが、捉え方が困

難な学問である。原田（1970）は「家政学は一般に、

食物学、被服学、住居学、児童学、家族関係学、家庭

経営学から成立しているものと考えられている。その

中の『家庭経営学』はその範囲及び内容のもっとも不

明瞭なものであって（以下略）」１）と述べている。こ

れは、家庭経営学の研究対象が生活の経営にあり、内

容論よりも方法論ベースの学問で、他の家政学の内容

を包括する特性を持っているところに起因すると考え

られる。

　本学においては、中学校・高等学校の家庭科教員の

免許取得を目指す学生は、必修として「家庭経営学概

論」を学んでいる。学生達も家庭経営学は学びの追究

が難しい学問として捉えていることが、授業後に質問

する様子から覗える。

　生活における課題の解決を追究する家庭経営学は、

家庭科の授業の軸となる課題を解決する学習に繋がる

ものであり、中学校・高等学校の家庭科教員を目指す

学生にとって、授業づくりの基盤形成としての位置付

けができる可能性を孕んでいる。

　課題を解決する学習は、現在の学校教育現場の様々

な学習場面で実践を目指しているものである。現行の
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　家庭経営学の内容は、「家庭経営学概論」で使用し

ている教科書２）を分析する。家庭科の内容は、文部

科学省の『高等学校学習指導要領解説　家庭編』３）４）

とその内容を具現化した高等学校文部科学省検定教科

書『家庭総合』５）６）を分析する。具体的な方法を以

下に示す。

１．内容構成表の作成

　家庭経営学の内容　「家庭経営学概論」の授業で使

用している教科書である『生活経営学』の内容構成表

を作成する。見出し、内容量（頁数）を整理し、内容

に関わるキーワードの抽出をする。

　『高等学校学習指導要領解説　家庭編』の内容　文

部科学省が2018年に告示した『高等学校学習指導要領

解説　家庭編』の家庭総合の内容構成表を作成する。

全文を整理し、内容に関わるキーワードを抽出する。

　文部科学省検定教科書高等学校家庭科『家庭総合』

の内容　高等学校の家庭科は家庭基礎と家庭総合のい

ずれかを履修することとなっているが、本学の授業で

利用している『家庭総合』の教科書の内容構成表を作

成する。見出し、内容量（頁数）を整理し、内容に関

わるキーワードを抽出する。

　家庭経営学と家庭科の内容構成表を作成するめの分

析資料を図１にまとめた。

２．内容構成表の比較分析

　内容構成表による分析は、以下に示す５つの内容に

分けて行うこととする。

　現行の学習指導要領における家庭科の学習のまとま

りは、「人の一生と家族・家庭及び福祉」（以後「家族・

家庭生活」と記す）、「衣食住の生活の科学と文化」（以

後「衣食住の生活」と記す）、「持続可能な消費生活・

環境」（以後「消費生活・環境」と記す）の大きく３

つにまとめられており、その中の「衣食住の生活」は

さらに、「衣生活の科学と文化」（以後「衣生活」と記

す）、「食生活の科学と文化」（以後「食生活と記す」、「住

生活の科学と文化」（以後「住生活」と記す）で成り立っ

ている。５つの学習のまとまりで整理することが、比

較分析により有効で、家庭経営学と家庭科の内容構成

の特徴をより明確にすることができると捉えた。

３．比較分析結果の考察内容構成表の比較分析

　得られた結果から、家庭経営学と家庭科の内容構成

を各々図示し、考察を加え、家庭科教員養成につなが

る「家庭経営学概論」の授業構成の在り方を図示し、

検討を加えてまとめる。

結　果

１．家族・家庭生活の内容について

　家庭経営学概論の教科書では、家族・家庭生活の内

容は全体の50％という多くのベージを割き、家族・家

庭生活に関わる生活の経営が、家庭経営に大きな影響

を与えるものとして位置付けられている。

　家族・家庭生活の問題を少子化・高齢化の視点で捉

え、そこから派生する様々な問題と社会とのつながり

の中で分析している。そして、それらを家庭や社会の

課題として、行政の施策やNPO法人の取り組みなど

から、どのような解決の可能性があるのか、それに関

わる個人の生活のあり方はどうあるべきなのかを追究

する内容となっている。（表１−１）

　生活には多面性があり、生涯を見通した生活設計が

必要であること、家族と家庭の生活はそこから生み出

されるものであること、それを踏まえた上で、就職、

結婚、出産、育児と関わることなど、様々なライフス

タイルが認められる現代であるが、選択の難しさの理

解が深まる内容構成となっている。

　また、ジェンダーについても深くアプローチし、国

際化の中で、日本はタテマエとホンネの構造から脱却

図１　家庭経営学と家庭科の内容分析資料

【家庭経営学】

○『生活経営学』赤星礼子（2002）九州大学出版会

【家庭科】

○『高等学校学習指導要領解説　家庭編』教育図書

（2018）文部科学省

○高等学校文部科学省検定教科書『家庭総合』（2023）

東京書籍
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表１－１　「家庭経営学概論」の教科書　「家族・家庭生活」の内容構成



─ 84 ─

２．衣生活の生活（衣生活）の内容について

　衣生活においては、「家庭経営学概論」の教科書で

は、全体の７％を占めるにとどまっていた。内容的に

は、衣生活の動向と衣生活における課題を産業の視点

から分析し、消費者に提供するサービスや商品の開発

などについて紹介をし、家庭での衣生活の現状を分析

している。また、伝統的な衣生活の文化についても触

れ、具体的なものを取り上げ、その文化の継承や創造

の必要性についても強調している。（表２−１）

　高等学校家庭科の教科書では、被服の役割や機能、

布を原料である繊維の種類と特徴、被服の表示と手入

れなどについて学習するようになっている。また、実

践的・体験的学習活動として被服製作に取り組み、基

本的な製作のための技術を身に付けたり、衣生活をよ

り深く見つめることができるような学習場面が設定し

てある。また、これからの衣生活として、大量生産と

大量消費の限界、再資源化など、環境に配慮した衣生

活を目指す必要がある時代であるということを理解す

る内容構成となっている。衣生活の内容は、全体の

18％を占めている。家庭科の授業で、衣生活の学習に

おいて、製作実習は欠かせないものである。教科書に

は、具体的な製作品やその作り方、製作に必要な用具

できていないところにも触れている。

　全体を通して、人生100年と言われる長い年月をど

のようによりよく生きるのか、生活の質を追求する現

代の生き方は、学び無くしては成立し難いということ

が理解できる。

　高等学校家庭科の教科書では、家族・家庭生活の内

容は全体の34％を占めている。内容としては、自分の

ライフスタイルについて考え、自らの意思決定によ

り、生活設計をしていくところから学習が始まる構成

となっている。そして、家族の歴史や機能を学び、自

分の将来を見通しながら、どのようなスタイルで家族

との生活を創り上げていくのかを考えるようになって

いる。また、子どもや高齢者に接するために必要な知

識や技能についても学ぶ内容となっている。また、生

活と福祉について、理解を深め、超高齢社会とどのよ

うに向き合うかについて、しっかりと考えることがで

きるような構成となっている。（表１−２、表１−３）

　双方とも、人生全体を社会との関わりの中で捉えて

家族・家庭生活と向き合い、自らライフプランを確立

し、自立してライフコースを歩むことが必要であると

いう視点は共通しており、多くの課題を上げている。

表１－２　高等学校学習指導要項（平成30年告示）解説　家庭編（家庭総合）　「家族・家庭生活」の内容構成
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となっている。

３．衣食住の生活（食生活）の内容について

　食生活については、「家庭経営学概論」の教科書で

は、食生活の動向と社会における問題について言及し

ている。特に、食の安全性については、行政の様々な

取り組みについて理解を深める構成となっている。ま

た、食の安全性や食品ロスなどは、社会全体で向き合

うべき大きな課題として取り上げ、解決の方向性を見

い出すことの難しさを示唆する内容となっている。社

会的に問題となっている食の課題を資料などから分析

の取り扱いなどを示しており、多くのページを割いて

いる。また、洗濯、アイロン、保管などの被服の手入

れや管理に関する内容についても、具体的な方法を示

し、生活実践に役立つ構成となっている。（表２−２、

表２−３）

　双方とも被服の機能や衣生活の課題などについて触

れているが、家庭経営学概論の教科書では、産業の視

点から衣現代社会の衣生活を見つめており、高等学校

の家庭科の教科書では、各自の衣生活を見つめ、被服

製作を通して、衣生活を営む力を身に付け、衣生活の

在り方を社会とのつながりも視野に入れて考える内容

表１－３　高等学校家庭科（家庭総合）の教科書　「家族・家庭生活」の内容構成
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どのように向き合っていくべきかを考える力を身に付

けることを目指した内容となっている。また、食生活

と社会との関わりも目を向け、食の安全性、食糧自給

率、食品ロスなどの問題が日々の生活と深く結び付い

ていることの理解を深める構成となっている。各自の

食生活と社会のつながりを意識しながら、自分の食生

活を創るための学びの実現を目指した構成となってい

る。

　家庭経営学の教科書では、食生活は、家族・家庭生

し、その解決に対応する行政の施策や企業の取り組み

などを視野に入れながら、環境配慮型食生活の必要性

を強調している。（表３−１）

　高等学校家庭科の学習は、食事の役割と食品の栄養

素を理解し、栄養バランスを考えた食事計画や調理の

基礎を学び、調理実習で、調理の技能を習得する構成

となっている。日本や世界の食文化についても学び、

生活への生かし方について考える場面も設定してい

る。そして、それらの学習を通して、食生活の課題と

表２－１　「家庭経営学概論」の教科書　「衣食住の生活（衣生活）」の内容構成

表２－２　高等学校学習指導要項（平成30年告示）解説　家庭編（家庭総合）　「衣食住の生活（衣生活）」の内容構成

表２－３　高等学校家庭科（家庭総合）の教科書　「衣食住の生活（衣生活）」の内容構成
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の食生活を展望する内容構成となっているところであ

る。持続可能な社会の構築に向けて、行政の施策と個

人の取り組みに目を向け、解決を目指す方向で締めく

くっている。

４．衣食住生活の生活（住生活）の内容について

　「家庭経営学概論」の教科書では、住宅の機能や安

全性、品質保証などについて触れ、行政の施策の歴史

について触れている。日本の住宅事情についても触

活や消費生活から派生する生活行為とし、社会の食生

活に関する問題から、家庭生活の動向を捉える内容と

なっている。内容量の割合は７％である。これに対し

て高等学校家庭科の内容は、食生活を営むために必要

な知識や技術を身に付け、各々の食生活が社会に与え

る影響に目を向ける構造となっている。食生活の内容

は全体の23％を占めており、家庭科の授業の中で食生

活の学習に重きが置かれている。（表３−２、表３−３）

　双方に共通しているのは、学びのゴールにこれから

表３－１　「家庭経営学概論」の教科書　「衣食住の生活（食生活）」の内容構成

表３－２　高等学校学習指導要項（平成30年告示）解説　家庭編（家庭総合）　「衣食住の生活（食生活）」の内容構成

表３－３　高等学校家庭科（家庭総合）の教科書　「衣食住の生活（食生活）」の内容構成
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生活の必要性を強調している。家庭経営学では、住ま

いを住居として捉え、安全性や快適性の物理的条件を

考察し、社会的要請に応えることができる住生活に目

を向けている。高等学校家庭科では、持続可能な社会

の構築につながる住生活に多くのページを割いてお

り、個人の住まいと住まいで構成される地域や社会と

のつながりのあり方を考えることができる構成となっ

ている。シェアハウやコレクティブハウスやコーポラ

ティブハウス、環境共生住宅など、具体的な住まい方

れ、高齢者の住生活にも目を向けている。また、災害

に対する住まいのあり方は勿論のこと、環境と共生す

住まい方、多様な人々が共生する住まい方などを創造

する時代に辿り着いているとし、共に住まうことの必

要性を強調している。（表４−１）

　高等学校の家庭科の教科書では、住居の機能や住居

の計画、住生活の文化、安全で健康的な住居の計画に

ついて学ぶ構成となっている。また、社会環境と住居

と結び付け、様々な住まい方を紹介し、持続可能な住

表４－１　「家庭経営学概論」の教科書　「衣食住の生活（住生活）」の内容構成

表４－２　高等学校学習指導要項（平成30年告示）解説　家庭編（家庭総合）　「衣食住の生活（住生活）」の内容構成

表４－３　高等学校家庭科（家庭総合）の教科書　「衣食住の生活（住生活）」の内容構成
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レス化など、利便性と危険性の二面性のある社会の仕

組みを理解する内容構成となっている。金融商品につ

いても詳しく触れ、生涯にわたる家計の管理を見通す

ことの必要性を強調している。（表５−１）

　高等学校家庭科の教科書では、内容量は、全体の

18％を占めている。商品やサービスの購入における契

約のルールや支払い方法、悪質商法などについて触れ

ている。また、家計をマネジメントする視点から、収

入と支出のバランス、資産運用などについても触れ生

を示し、これからの新しい住生活の可能性を探る内容

構成となっている。（表４−２、表４−３）

５．消費生活・環境の内容について

　消費生活の内容量は「家庭経営学概論」の教科書で

は、28％の割合である。家計と生活、金銭管理、ファ

イナンシャルプランニング、カード社会、消費者問題

など、家庭経済に関する内容を幅広く取り上げ、その

現状と問題点をあげている。電子マネーやキャッシュ

表５－１　「家庭経営学概論」の教科書　「消費生活・環境」の内容構成

表５－２　高等学校学習指導要項（平成30年告示）解説　家庭編（家庭総合）　「消費生活・閑居」の内容構成
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軸として、消費生活・環境はそれに附随するものとし

て捉え、その生活の一面に衣生活、食生活、住生活が

あるという捉え方であり、社会的現象、社会的問題か

ら個々の生活の傾向とその背景にアプローチする構造

となっている７）８）８）10）。（図３）

　これに対して高等学校の家庭科では、家族・家庭生

活の内容が34％、その次が食生活の23％、衣生活の

18％である。家族・家庭生活に最も多くのメージを割

くところは共通しているが、高等学校の家庭科では、

次は具体的な生活を学ぶということで、食生活や衣生

活にアプローチする構成となっている。消費生活・環

境は14％、住生活は11％である。（図２）

涯を見通した経済生活を考えることができるようにす

る内容構成となっている。また、成人年齢引き下げを

より意識した内容構成にもなっている。(表５−２、表

５−３）

　環境の内容においては、双方とも、持続可能な社会

に向けて、大量生産大量消費の限界に達している現代

の生活から脱却し、持続可能な社会を協力して生み出

すことの必要性を強調している。また、生活が環境に

及ぼすことについては、衣食住の生活の学習において

具体的な生活場面を見つめ、環境問題を深刻なものと

して捉え、各自の生活を見つめ直す学習と結び付く構

成となっている。

考　察

　「家庭経営学概論」の教科書における家庭経営学と

高等学校家庭科教科書の内容量の割合を図２に示す。

双方の構成はかなり異なる。

　まず、家庭経営学においては、家族・家庭生活の割

合が全体50％を占め、次に消費生活・環境の割合が

28％を占めており、他の内容はどれも10％に届かない

状態にあるのが特徴である。（図２）

　このことから、家庭経営学では、家族・家庭生活を

表５－３　高等学校家庭科（家庭総合）の教科書　「消費生活・環境」の内容構成

図２　家庭経営学と家庭科の内容割合の比較
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　高等学校家庭科の教科書には、５つの学習内容の最

後のまとめの部分にホームプロジェクトに取り組むた

めの問いの投げかけが成されているが、課題を解決す

る学習を目指して設定されているものである。「家庭

経営学概論」の授業においても、この構成を生かすこ

とが、家庭科の授業づくりにつながる有効な手立てで

あると考える。

　今回の指導要領の改訂（2017～2019年文部科学省告

示）で、新たな視点として各教科の学習において「見

方・考え方」をはたらかせるという文言が盛り込まれ

た。家庭科の見方・考え方としては、「協力・協働」、

「健康・快適・安全」、「生活文化の継承・創造」、「持

続可能な社会の構築」が示されている。これらが、生

活における課題解決に迫る視点であるので、この視点

を「家庭経営学概論」授業にも取り入れ、生活の課題

の解決に迫ることができる授業構築を図りたい。
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